
『にじいろ新聞 初回号を見て』 

絵の得意なお子さんが 

書いてくれました♪ 

にじいろサロンの親子

だけでなく、地域の方にも

参加していただける講座

です。 
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  今年結成10周年を迎えた優美音の皆様は、普段9名で活動されています。 

ヘルマンハープとは、１９８７年、ドイツのヘルマン氏がダウン症の息子さ

んのために開発した楽器です。須田さん率いる優美音の皆様は年間十数回、

ケア病院や親子向けに演奏活動されています。今年の 5 月に開いた令和初の

コンサートも盛況だったそうです♪ 

♪ ヘルマンハープ優美音
ゆ う び ね

のみなさん ♪ 

♪
おんぷ

 

 

に じ い ろ 新 聞 

9 月 21 日の秋まつりでは、地域の方々が

法被を着て参加してくださいました。 

末次さんの皿回し体験は大盛況で、笑いの

絶えない楽しい時間を過ごさせていただき 

ました。 

皿回しっておもしろいね !! 
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“ともに育ち ともに生きる”というクムレの理念をかかげ、 

「人をつなぐ 地域をつなぐ。子どもから始まり、みんなで支え合う水島の地域づくり」 

を目標に、“にじ”にかかった５つのカテゴリー（育・遊、学、支、繋、暮・働）ごとに地域の方と力を合わせて、

子どもや家族を支える取り組みを行っています。にじいろ新聞では、その温かい取り組みをご紹介していきます♪ 

 

2019.11 

 

ひろばにじいろでは、毎月第 2 木曜日に

地域の輪を広げよう！！ ということで、 

「ｗａｋｕわく講座ｉｎみずしま」を開催

しています。 

講師には地域で活躍されている方を 

お招きしています。 

育・遊

学 

とても芸達者な末次さん。日本の伝統芸能の

傘回しや皿回し、南京玉すだれ…と、次々に

様々な芸を見せてもらいました。 

特集：クムレにパワーとハートを届けて 

くれる地域の方々の紹介！ 
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にじいろ新聞初回号でご紹介した西和
にしのわ

会
かい

さんから 

「陶芸の先生で手品の上手な方がいるよ」と教えて 

もらい、保育園の 5 歳児が見せてもらうことになり

ました。 



 

  

                          

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

女子学生ボランティアさん 

 

 

職員紹介 
 

 

 

 

 

 

 

 

中間的就労から直接雇用になった村上さん。 

子ども達のパワーはすごいなあ！ 

楽しいなあ♡ 

 

赤ちょうちん（ナイト交流会） 

Ｒ1年 8月 2日 

いつもお世話になっている“クムレいきいきボランティア”

の皆様や地域の方と楽しく過ごしながら、それぞれの活動報

告や、情報交換をしました。 

 

次回はＲ２年１月３１日（金曜日） 

10：00～13：00（ひろばにじいろにて） 

にじいろカフェです。 

ご自由にお越しください 

お待ちしています 

 

 

 岡山県内の児童養護施設や母子生活支援施設へ生活用品を

寄付されている西さん。鶴心寮（かくしんりょう）にも毎月、 

食料品や日用品、生活雑貨を届けてくださり、受け取った 

お母さんと子ども達も大変喜んでいます。 

そのお心遣いに感謝の気持ちを込めて手紙や手作りの 

プレゼントをしています。 

 

 

 

 

特集：クムレにパワーとハートを届けて 

くれる地域の方々の紹介！ 

 ６月から時間を延ばして、子ども達と過ごす時を 

設けています。優しく話しかけてもらったり、一緒に

遊んでくださったり、子ども達とすっかり仲良しに 

なっています。 

 
 

ボランティア 西
にし

さん 

子どもと一緒に遊んだことや、

夏休みの宿題をしたのが印象に

残っています。大学生だからこそ

できる学習支援、大学生だから 

こそ使える時間があるので、 

子ども達のために有意義に使っ

て活動したいと思っています。 

 

学生ボランティアさんも大活躍 

   児童家庭支援センタークムレでは、子ども達が様々な人との関わりや

体験、学習ができるようにと、大学生にも支援の輪に入っていただいて 

います。 

 

 大学の先生にボランティア活動を 

勧められ参加しました。職員が声を 

かけてくれるので、やることがわかり 

やすく参加しやすいです。 

 今後も、子どもと一緒に何かを 

作ったり、外に出かけたりする活動に

参加したいと思っています。 

 
男子学生ボランティアさん 

11月は「児童虐待防止推進月間」並びに「女性に対する暴力をなくす運動期間」です。 

「パープル＆オレンジリボン」は児童虐待や女性への暴力のない社会の実現に向けた願いや決意のシンボルとして作られました。 


